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◀桃の栽培管理を学ぶ里東桃部員

開
き
ま
し
た
。
部
員
11

名
と
県
西
部
農
業
事
務

所
、
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
の

担
当
者
が
出
席
し
、
桃

の
栽
培
管
理
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
県
西

部
農
業
事
務
所
の
担
当

者
が
摘
蕾
や
摘
果
の
目

的
や
時
期
、
方
法
な
ど

を
説
明
。
ま
た
、
新
梢

管
理
に
つ
い
て
は
、
一

度
に
過
度
に
行
う
と
樹

勢
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

衰
弱
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
気
を
付
け
る
よ

う
に
と
注
意
し
ま
し

た
。最

後
に
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
（
通
称
ク

ビ
ア
カ
）
の
防
除
対
策

に
つ
い
て
も
部
内
で
共

有
し
ま
し
た
。
昨
年
同

様
、
成
虫
発
生
後
の

ピ
ー
ク
を
狙
い
、
殺
虫

効
果
の
高
い
薬
剤
で
一

斉
防
除
す
る
旨
を
再
度

確
認
し
ま
し
た
。

東
桃
部
は

３
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
の
２
階
で

桃
の
摘
蕾
講
習
会
を

里東桃部
摘蕾講習会
クビアカの
一斉防除も

榛名の梅祭り
梅おこわや
梅干し配布

Ａ
は
ぐ
く
み
里

見
梨
部
は
３
月

６
日
、里
東
果
実
部
は

10
日
に
赤
星
病
の
一
斉

防
除
を
行
い
ま
し
た
。高

崎
市
の
八
幡
霊
園
や
梨

園
周
辺
の
公
園
な
ど
に

植
え
ら
れ
て
い

る
ビ
ャ
ク
シ
ン

類
植
物
に
対
し

て
殺
菌
剤
の
散

布
を
丁
寧
に
行

い
ま
し
た
。

赤
星
病
は
、

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ

キ
な
ど
の
ビ
ャ

ク
シ
ン
類
植
物

を
中
間
宿
主
と

し
て
梨
や
リ
ン

ゴ
な
ど
の
果
樹

に
感
染
す
る
病

害
で
す
。
ビ
ャ

名
の
梅
祭
り

実
行
委
員
会

は
３
月
16
日
、
高

崎
市
の
上
里
見
町

で
「
第
34
回
榛
名

の
梅
祭
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
の
榛
名

文
化
会
館
エ
コ
ー

ル
で
は
、
Ｊ
Ａ
は

る
な
梅
部
会
と
Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み
に
よ

る
梅
お
こ
わ
や
甘

酒
の
無
料
配
布
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
は

る
な
梅
女
性
部
に
よ
る

榛
名
の
梅
製
品
の
販
売

な
ど
も
行
わ
れ
、
雨
の

中
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
会
場
内
の
小

ホ
ー
ル
で
は
、
野
点
や

箏
・
尺
八
演
奏
な
ど
も

ク
シ
ン
類
植
物
で
越
冬

し
、
３
月
～
４
月
頃
に
胞

子
が
飛
散
し
果
樹
の
葉
に

付
着
し
感
染
。
オ
レ
ン
ジ

色
の
斑
点
が
発
生
し
、
落

葉
や
樹
勢
の
低
下
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

高
崎
市
榛
名
地
域
で

は
、
梨
生
産
振
興
事
業
の

一
環
と
し
て
一
斉
防
除
を

毎
年
実
施
。
地
域
一
丸
と

な
っ
て
榛
名
の
梨
の
品
質

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら

少
し
離
れ
た
観
梅
エ
リ
ア
で

は
、
梅
の
花
が
咲
き
、
榛
名

の
丘
陵
を
彩
り
ま
し
た
。

梅
祭
り
当
日
、
会
場
周
辺

の
梅
は
八
分
咲
き
程
度
で
、

市
外
か
ら
の
来
場
者
は
「
雨

な
の
は
少
し
残
念
だ
け
ど
、

梅
の
花
は
と
て
も
き
れ
い

だ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま

し
た
。

Ｊ

榛
▲殺菌剤を散布する梨生産者

▲梅おこわや甘酒を無料配布

里

赤星病
一斉防除
里見梨部
里東果実部
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◀アドバイスを受けながら
　摘蕾を行う部員たち

県
西
部
農
業
事
務
所
の
担
当
者
は
初

め
に
、
摘
蕾
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
。

摘
蕾
で
開
花
す
る
花
を
減
ら
す
こ
と
で

貯
蔵
養
分
の
浪
費
を
防
ぎ
、
初
期
成
育

を
促
し
、
果
実
肥
大
を
良
好
に
す
る
狙

い
が
あ
る
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
摘
蕾

の
時
期
は
、
先
端
に
ピ
ン
ク
色
の
花
弁

が
見
え
始
め
る
頃
に
行
う
と
蕾
が
落
ち

や
す
く
効
率
的
だ
と
解
説
し
ま
し
た
。

３
月
以
降
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
し
た
。
25
年
２
月
の
気
温
は

平
年
並
み
。
そ
の
た
め
生
育
も
平
年
並

み
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
生
育
ス
テ
ー
ジ

を
確
認
し
て
、
摘
蕾
や
防
除
な
ど
を
早

め
に
行
う
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
薬

剤
散
布
に
つ
い
て
も
、
発
芽
期
以
降
の

防
除
が
遅
れ
な
い
よ
う
計
画
を
立
て
、

雨
前
散
布
を
心
が
け
る
よ
う
部
内
で
共

有
し
ま
し
た
。

今
後
部
員
た
ち
は
摘
果
や
新
梢
管

理
、
袋
掛
け
な
ど
を
行
い
、
７
～
８
月

に
か
け
て
収
穫
。
久
留
馬
選
果
場
で
集

荷
・
共
選
し
、隣
接
す
る
直
売
コ
ー
ナ
ー

で
良
質
な
果
物
を
随
時
販
売
す
る
予
定

で
す
。

講
習
会
後
は
久
留
馬
選
果
場
に
移
動

し
て
令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催
。

全
３
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

Ａ
は
ぐ
く
み
久
留
馬
総
合
選

果
場
桃
部
は
18
日
、
桃
の
摘

蕾
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
６
名

が
出
席
し
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
に
あ
る
小
池

信
太
郎
さ
ん
の
園
地
で
栽
培
管
理
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

久留馬選果場
桃部
摘蕾講習会
今年も
良質な桃を

Ｊ
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こ
の
頁
で
は
、
３
月
に
各
地
で
行
わ
れ
た
総
会
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
頁
で
は
、
３
月
に
各
地
で
行
わ
れ
た
総
会
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

33
月月
1111
日
、
Ｊ
Ａ
は

日
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
産
直
部
会
は
本

ぐ
く
み
産
直
部
会
は
本

店
の
会
議
室
で
総
会
を

店
の
会
議
室
で
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
部
会

開
催
し
ま
し
た
。
部
会

員員
4141
人
と
Ｊ
Ａ
担
当
者

人
と
Ｊ
Ａ
担
当
者

ら
が
参
加
し
、
全
３
議

ら
が
参
加
し
、
全
３
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し

案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
は
全

た
。
総
会
終
了
後
は
全

農
ぐ
ん
ま
の
職
員
を
講

農
ぐ
ん
ま
の
職
員
を
講

師
に
招
き
、
防
除
の
種

師
に
招
き
、
防
除
の
種

類
や
農
薬
の
分
類
な
ど

類
や
農
薬
の
分
類
な
ど

基
礎
知
識
を
学
び
ま
し

基
礎
知
識
を
学
び
ま
し

た
。
た
。

産
直
部
会

▶
議
事
内
容
の
説
明
を
聞
く
参
加
者

▶
議
事
内
容
の
説
明
を
聞
く
参
加
者

　　

33
月月
2121
日
、Ｊ
Ａ
は

日
、Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
久
留
馬
総
合
選

ぐ
く
み
久
留
馬
総
合
選

果
場
梨
部
は
通
常
総
会

果
場
梨
部
は
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。部

を
開
催
し
ま
し
た
。部

員員
1515
名
と
Ｊ
Ａ
担
当
者

名
と
Ｊ
Ａ
担
当
者

が
出
席
。竹
内
敏
雄
部

が
出
席
。竹
内
敏
雄
部

長
は「
炭
そ
病
な
ど
の

長
は「
炭
そ
病
な
ど
の

増
加
で
環
境
が
大
き
な

増
加
で
環
境
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る

課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、力
を
合
わ
せ
て
今

が
、力
を
合
わ
せ
て
今

年
も
頑
張
ろ
う
」と
あ

年
も
頑
張
ろ
う
」と
あ

い
さ
つ
。全

い
さ
つ
。全
33
議
案
を

議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

承
認
し
ま
し
た
。

久
留
馬
選
果
場
梨
部

▶
議
案
の
事
業
報
告
を
聞
く
参
加
者

▶
議
案
の
事
業
報
告
を
聞
く
参
加
者

33
月月
1717
日
、
Ｊ
Ａ
は

日
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
は
る
な
女
性
部

ぐ
く
み
は
る
な
女
性
部

は
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

は
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

で
総
会
を
開
催
。
役
員

で
総
会
を
開
催
。
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
新
部

改
選
が
行
わ
れ
、
新
部

長
に
柄
沢
美
津
江
さ
ん

長
に
柄
沢
美
津
江
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。
総

が
就
任
し
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
は
部
員
同
士

会
終
了
後
は
部
員
同
士

の
交
流
を
目
的
に
輪
投

の
交
流
を
目
的
に
輪
投

げ
大
会
が
催
さ
れ
拍
手

げ
大
会
が
催
さ
れ
拍
手

や
声
援
が
飛
び
交
い
盛

や
声
援
が
飛
び
交
い
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

り
上
が
り
ま
し
た
。

は
る
な
女
性
部

▶
輪
投
げ
を
楽
し
む
参
加
者

▶
輪
投
げ
を
楽
し
む
参
加
者

33
月月
2424
日
、
Ｊ
Ａ
は

日
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
東
部
女
性
部
は

ぐ
く
み
東
部
女
性
部
は

み
さ
と
ホ
ー
ル
で
通
常

み
さ
と
ホ
ー
ル
で
通
常

総
会
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
を
行
い
ま
し
た
。

役
員
改
選
を
含
む
全
４

役
員
改
選
を
含
む
全
４

議
案
を
承
認
し
ま
し

議
案
を
承
認
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
新

た
。
役
員
改
選
で
は
新

部
長
に
原
﨑
博
子
さ
ん

部
長
に
原
﨑
博
子
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。
総

が
就
任
し
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
は
吉
岡
町
の

会
終
了
後
は
吉
岡
町
の

さ
く
ら
会
の
方
々
を
招

さ
く
ら
会
の
方
々
を
招

き
「
銭
太
鼓
」
を
披
露

き
「
銭
太
鼓
」
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
部
女
性
部

▶
提
出
さ
れ
た
議
案
を
確
認

▶
提
出
さ
れ
た
議
案
を
確
認

33
月月
2525
日
、
Ｊ
Ａ
は

日
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
助
け
合
い
組
織

ぐ
く
み
助
け
合
い
組
織

す
み
れ
の
会
は
福
祉
課

す
み
れ
の
会
は
福
祉
課

で
総
会
を
行
い
ま
し

で
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
活
動
報
告
な
ど
を

た
。
活
動
報
告
な
ど
を

行
い
、
今
年
度
も
ボ
ラ

行
い
、
今
年
度
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極

的
に
行
う
旨
確
認
し
ま

的
に
行
う
旨
確
認
し
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
は

し
た
。
総
会
終
了
後
は

Ｊ
Ａ
群
馬
厚
生
連
の
福

Ｊ
Ａ
群
馬
厚
生
連
の
福

嶋
さ
ん
を
講
師
を
招

嶋
さ
ん
を
講
師
を
招

き
、
肩
や
目
に
効
く
ス

き
、
肩
や
目
に
効
く
ス

ト
レ
ッ
チ
講
習
を
行
い

ト
レ
ッ
チ
講
習
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

す
み
れ
の
会

▶
ス
ト
レ
ッ
チ
を
習
う
会
員
た
ち

▶
ス
ト
レ
ッ
チ
を
習
う
会
員
た
ち

33
月月
2121
日
、
Ｊ
Ａ
は

日
、
Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
ネ
ギ
部
会
は
み

ぐ
く
み
ネ
ギ
部
会
は
み

さ
と
ホ
ー
ル
で
総
会
を

さ
と
ホ
ー
ル
で
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
部
会

開
催
し
ま
し
た
。
部
会

員員
1717
人
が
参
加
し
、
全

人
が
参
加
し
、
全

33
議
案
を
承
認
。
総
会

議
案
を
承
認
。
総
会

終
了
後
は
県
西
部
農
業

終
了
後
は
県
西
部
農
業

事
務
所
の
担
当
者
を
講

事
務
所
の
担
当
者
を
講

師
に
、
講
習
会
も
開
催

師
に
、
講
習
会
も
開
催

し
ま
し
た
。
ね
ぎ
の
病

し
ま
し
た
。
ね
ぎ
の
病

害
虫
防
除
薬
剤
等
に
つ

害
虫
防
除
薬
剤
等
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

い
て
学
び
ま
し
た
。

ネ
ギ
部
会

▶
開
会
の
挨
拶
を
す
る
高
橋
正
好
部
長

▶
開
会
の
挨
拶
を
す
る
高
橋
正
好
部
長
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2025年度 ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭ稼動2025年度 ゴールデンウィーク期間中のＡＴＭ稼動
月日

場所
４月29日（火・祝）

４月30日（水）
～

５月２日（金）
５月３日（土・祝） ５月４日（日・祝） ５月５日（月・祝） ５月６日

（火・振替休日）

ふれあいの郷 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

倉渕支店 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

市役所
箕郷支所 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

旧箕郷支店 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

群馬支店 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

旧国府支店 9：00～17：00 8：45～19：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

１.キャッシュカード等の紛失・盗難 ⇒ キャッシュカード紛失受付センター　☎０１２０-２５４-４２２
２.ＪＡカードの紛失・盗難 ⇒ ＮＩＣＯＳ盗難紛失受付センター　☎０１２０-１５９-６７４

お問い合わせはＪＡ本店金融共済部（☎027-344-1332）または群馬支店（☎027-373-2355）まで

　すでに年金をお受け取りの方も、これからお受け取

りになられる方も、一度ご確認されませんか？

　年金の専門家「社会保険労務士」が年金、健康保険、

雇用保険など社会保険全般のご相談を承ります。

□「ねんきん定期便」「年金請求書」など日本年金機構や共済組合、基金などから届いた書類

□「年金手帳」

□「年金証書」（現在年金をお受け取り中の方）

□「みとめ印」

年金に関する書類はご本人・配偶者様分をご持参ください。

～年金相談会にご来場いただく際にお持ちいただくもの～

●開催日程

会　　場開  催  日

５月17日(土)
9:00～11:30

群馬支店
棟高町435-1

令和７年 無料年金相談会のお知らせ令和７年 無料年金相談会のお知らせ

5 JAはぐくみ
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榛名支店 ☎374-0039
倉渕支店 ☎378-3407
群馬支店 ☎373-2355

【25109990014】
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暑さに強く周年栽培
ができ、葉ざやの細
い小ネギとしても使
える「九条葉ネギ」

　葉の下の葉ざや部分が白く長いため、白ネギとも呼ばれ
る関東の「根深ネギ」に対して、関西以西で広く栽培されて
きたのが全身緑色で青ネギとも呼ばれる「葉ネギ」です。根
深ネギの旬は冬ですが、葉ネギは梅雨明けの夏にうまさを
発揮します。特に葉ネギを早採りする小ネギは、収穫までの
期間が短く、生育温度は４～33℃と広いため、一年を通し
繰り返し収穫できます。長さ40cmの小型プランターでも
26～40株ほど栽培できます。
　一見すると茎が見当たりませんが、根が出ているところの
すぐ上に皿状の茎がちゃんとあります。ここに成長点がある
ので、地際から５cmほどを残して刈り採れば、再び葉が伸
び、何度も収穫できます。薬味などあると重宝する葉ネギ
は、いつも栽培しておきたい野菜です。

　小型プランター（長さ
40cm・５L）に、元肥（IB化成
18～28g）を混ぜた土を入
れ、8cm間隔（プランターの
サイズに応じて15cm間隔ま
でで調整）で深さ約１cmの溝を２列作る。溝へ重ならないよう
種をまき（写真1）、土をかけて水をやる。

●分類：ヒガンバナ科ネギ属　●原産地：中国西部（諸説あり）
●発芽適温（地温）：15～25℃　●生育適温（気温）：15～20℃
●日当たり：日なた　●好適pH：5.7～7.4

1 2

場所を取らず何度も収穫できて
あると何かと便利な常備野菜

葉ネギ（小ネギ）

みんなのコンテナ菜園
写真・文：園芸研究家　●淡野一郎

【基本情報】

ネギアブラムシ：黒色で、葉に寄生し汁を吸う。6月ごろに発生しや
すい。繁殖力が強く、葉の黄化や枯死を引き起こす。
ネギアザミウマ：黄や茶褐色の体長2mmほどの昆虫。高温乾燥下
で発生しやすく、白いかすり傷状の食害痕を残し生育を阻害する。

【病害虫情報】

葉ネギ（小ネギ）の栽培方法

1 種まき

気温の低い３月下旬までは日当たりの良い室内や園芸フィ
ルムで覆ったトンネル内で出芽させる（写真2）。ポイント

長く収穫するにはこれ以後14日置きに同量の化成肥料
を施す。ポイント

種まき後５日ほどで出芽してく
る。発芽後間もなく混んだ所
を、ピンセットを使って間引く
（写真３）。本葉１枚で２回目
の間引きをし、株間を１cm間
隔にする（写真４）。

3 4２ 間引き（１、２回目）

春になるととうが立ち「ネギ坊主」（写真８）ができる。開
花し種が付くと株が弱るので、ネギ坊主は早めに摘み採
る。天ぷらにするとこれまたおいしい。

ポイント

最後の間引きは、本葉３枚ま
でに株間を2、３cmにする（写
真５）。間引き後に５～８gの
普通化成（NPK成分８-８-８）
を株間に施し（写真６）、水を
やっておく。土が減っているようならば土を足しておく。

5 63 間引き３回目と追肥

小ネギとしての収穫は、草丈
30～40cm、最短で種まき後
60日から（写真７）。繰り返し
収穫する場合は、地際から５
cmほど残す。

7 84 収穫

写真©ICHIRO AWANO

栽
培
カ
レ
ン
ダ
ー

8JAはぐくみ



9

昨
日
何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
か
っ

た
り
、
出
会
っ
た
人
の
名
前
を
す
ぐ
に
思

い
出
せ
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？ 

指
先
体
操
で
脳
を
毎
日
効
率

良
く
使
い
、
記
憶
力
の
低
下
や
物
忘
れ
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

体
操
し
な
が
ら
声
を
出
し
た
り
、
何
か

を
思
い
出
し
な
が
ら
行
う
と
、
脳
の
機
能

に
関
係
が
深
い
舌
と
口
の
運
動
に
も
な
り

ま
す
。
慣
れ
て
き
た
ら
指
の
動
き
に
変
化

を
つ
け
る
と
、
脳
ト
レ
効
果
を
よ
り
高
め

ら
れ
ま
す
。

応　用

キャベツ･････････････ 1/2個（250g）

豚バラ薄切り肉 ････････････････ 100g

　酒･･････････････････････････ 大さじ2

　しょうゆ（あれば薄口） 大さじ1/2

　水･･････････････････････････ 大さじ2

　塩････････････････････････小さじ1/2

ショウガ･･･････････････････････････ 5g

黒こしょう ･･････････････････････ 適量

キャベツと
豚バラの重ね蒸し

家族で楽しむおいしい一皿
春野菜をたっぷり食べて
新生活を元気にスタート

Ⓐ

❶キャベツはくし切りにして葉の間に豚肉を挟み、半分に切っ
て重ねる。

❷キャベツの断面を上にして鍋に入れ、Ⓐをよく混ぜて回しか
け、ショウガを散らす。

❸ふたをして中火にかけ、沸騰したら弱火にして８分ほど加熱
する。キャベツがお好みの軟らかさになったら鍋から取り出
して器に盛り、仕上げに黒こしょうを振って出来上がり。

作り方

材 料（２人分）

蒸して芯までおいしく!　ショウガをニンニクに替
えたり、どちらも入れずに蒸して、食べるときにゆず
こしょうやポン酢などで味付けしてもいいですね。

ポイント

レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

キャベツの甘みと豚バラのうまみが溶け合う

新連載

脳
ト
レ
！  

手
足
の
体
操

指
先
体
操
で
物
忘
れ
防
止

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤　

喜
久
雄

（1）両手を開きます。手は第２の脳
といわれています。指先まで考えな
がら正確に動かしていきましょう。

（2）両手を同時に握ります。このと
き、右手の親指は外に出し、左手の
親指は中に入れます。外に出す親指
を変えながら、（1）と（2）を順に繰り
返しましょう。

親指グーパー体操

（1）手のひらを合わせ、右手の人さ
し指が手前に来るように両手の人
さし指を曲げ、伸ばします。

（2）左手の人さし指が手前に来るよ
うに両手の人さし指を曲げ、伸ばし
ます。
親指、中指……と指を変え、（1）と

（2）を順に繰り返しましょう。

指のすれ違い体操
昨
日
の
出
来
事
を
五
つ
思
い
出
し
な
が

ら
体
操
し
て
み
ま
し
ょ
う
。親
指
を
動
か

し
な
が
ら「
昨
晩
の
お
か
ず
は
？
」、人
さ

し
指
を
動
か
し
な
が
ら「
昨
日
会
っ
た
人

の
名
前
は
？
」、中
指
を
動
か
し
な
が
ら

「
昨
日
見
た
テ
レ
ビ
番
組
は
？
」な
ど
。

JAはぐくみ



１
．
土
づ
く
り

適
正
な
耕
深
確
保
（
15
㌢
）
と
必
要
に

応
じ
て
有
機
物
や
土
壌
改
良
資
材
な
ど
を

投
入
し
、地
力
を
高
め
ま
し
ょ
う（
図
１
）。

２
．
中
間
追
肥

　

出
穂
前
30
～
50
日
前
頃
頃（
概
ね
中
干
し

頃
）に
ケ
イ
酸
カ
リ
や
塩
加
カ
リ
を
施
用
し
、

根
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う（
表
１
）。

３
．
穂
肥

生
育
後
半
の
窒
素
不
足
は
、
白
未
熟
粒

の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
品
種
、
生
育
状

況
に
応
じ
て
穂
肥
を
施
用
し
ま
し
ょ
う

（
表
２
・
図
２
）。

西部農業事務所 農畜産課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-322-0539

275

図１　土壌改良資材と乳白粒の発生
　　　（平成10年産 農業事務所調べ）

図２　追肥量と背白・基白乳の発生率
　　　（出典：山口県農林総合技術センタ－）

図３　飽水管理による白未熟粒への影響
　　　（出典：兵庫県立農林水産技術総合センタ－）

水
稲
高
温
登
熟
障
害

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

表１　中間追肥施用量（目安）

資　材 施用量

ケイ酸カリ 30kg/10a
塩加カリ 10kg/10a

表２　穂肥施用時期と施用量（目安）

品　種 施用時期 窒素成分施用量

コシヒカリ 出穂前10日ころ 1.5〜2kg/10a
ひとめぼれ 出穂前15日ころ 2kg/10a
あさひの夢

出穂前20日ころ 2〜3kg/10a
ゆめまつり

４
．
中
干
し
後
の
水
管
理

根
の
活
力
維
持
の
た
め
、
中
干
し
後
の

水
管
理
を
適
切
に
行
い
、
白
未
熟
粒
の
発

生
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
（
図
３
）。

令
和
６
年
産
米
は
、
猛
暑
の
影
響
に
よ

り
、
出
穂
後
の
日
平
均
気
温
が
27
℃
を
超

え
る
高
温
で
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、
普

通
期
栽
培
（
麦
跡
栽
培
）
で
は
出
穂
後
、

フ
ェ
ー
ン
現
象
に
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら「
白
未
熟
粒
」

が
多
発
し
、玄
米
品
質
が
低
下
し
ま
し
た
。

気
象
庁
の
暖
候
期
予
報
で
は
、
今
年
の
夏

（
６
～
８
月
）
の
気
温
は
高
い
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
品
質
低
下
を
軽
減
す
る
た

め
、
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飽
水
管
理
に
よ
る
間
断
か
ん
水

中
干
し
以
降
の
水
管
理
は
、
間
断
か
ん
水

（‖

飽
水
管
理
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
図

４
）。
間
断
か
ん
水
は
、
水
田
の
水
が
大

体
無
く
な
り
、
田
面
の
所
々
に
あ
る
窪
み

や
足
跡
の
底
に
水
が
多
少
残
っ
て
い
る
程

度
に
な
っ
た
ら
、ま
た
か
ん
水
を
し
ま
す
。

水
田
に
よ
っ
て
は
、
水
が
い
つ
ま
で
も
溜

ま
っ
て
抜
け
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
一
回
に

入
れ
る
水
の
量
は
、
２
～
３
日
程
度
で
大

体
無
く
な
る
く
ら
い
が
理
想
で
す
。
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図４　中干し以降の水管理のイメージ

あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

イ
ン
ゲ
ン
は
中
南
米
原
産
の
つ

る
性
の
野
菜
で
、
日
本
に
は
17
世

紀
に
隠
元
禅
師
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
豊

富
で
、
食
物
繊
維
も
バ
ラ
ン
ス
良

く
含
ん
で
い
ま
す
。
比
較
的
冷
涼

な
気
候
を
好
み
、
生
育
適
温
は
15

～
25
℃
で
、
30
℃
以
上
の
高
温
と

10
℃
以
下
で
生
育
が
阻
害
さ
れ
ま

す
。

［
品
種
］
つ
る
あ
り
種

と
つ
る
な
し
種
が
あ

り
、つ
る
あ
り
種
は「
い

ち
ず
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）、

「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
ワ
ン

ダ
ー
」（
各
社
）
な
ど
、

つ
る
な
し
種
は
「
ベ
ス

ト
ク
ロ
ッ
プ
キ
セ
ラ
」

（
雪
印
種
苗
）、「
サ
ク
サ
ク
王
子
」（
サ
カ

タ
の
タ
ネ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
連
作
障
害
が
出
や
す
い
野

菜
の
た
め
、
１
度
栽
培
し
た
後
は
同
じ
畑

で
３
、４
年
間
、
他
の
野
菜
を
作
り
ま
す
。

種
ま
き
（
植
え
付
け
）
２
週
間
前
に
１
平

方
㍍
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
㌘
を
ま
い

て
耕
し
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
、
つ
る
あ

り
種
は
畝
幅
１
２
０
㌢
、
つ
る
な
し
種
は

90
㌢
と
し
、
施
肥
は
１
平
方
㍍
当
た
り
化

成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
２
０
０

㌘
、
堆
肥
２
㌕
を
施
用
し
、
黒
マ
ル
チ
を

張
り
ま
す
（
図
１
、２
）。

［
種
ま
き
］
つ
る
あ
り
種
で
は
条
間
60
㌢
、

株
間
40
㌢
、つ
る
な
し
種
で
は
条
間
45
㌢
、

株
間
30
㌢
と
し
、
３
、４
粒
ま
い
て
本
葉

２
、３
枚
で
間
引
い
て
２
本
に
し
ま
す
。

発
芽
の
頃
の
鳥
害
を
避
け
る
た
め
に
も
不

織
布
の
べ
た
が
け
を
し
ま
す
。
な
お
、
育

苗
し
て
か
ら
植
え
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、９
㌢
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
４
、

５
粒
ま
い
て
初
生
葉
（
図
３
）
が
開
い
た

頃
に
２
本
に
間
引
き
、
本
葉
１
、２
枚
の

と
き
に
植
え
付
け
ま
す
。

［
誘
引
］
つ
る
あ
り
種
で
は
支
柱
や
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
お
互
い
が
絡
み
合
わ
な
い
よ

う
つ
る
を
誘
引
し
ま
す
（
図
４
）。
親
づ

る
は
支
柱
の
高
さ
に
届
い
た
ら
摘
心
し
、

子
づ
る
は
混
み
具
合
を
見
て
摘
心
し
ま

す
。
つ
る
な
し
種
で
は
１
㍍
程
度
の
棒
を

立
て
て
倒
伏
を
防
ぎ
ま
す
。

［
追
肥
］
草
丈
20
㌢
の
頃
に
マ
ル
チ
を
め

く
っ
て
１
平
方
㍍
当
た
り
化
成
肥
料
50
㌘

を
施
用
し
、
株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。
つ

る
あ
り
種
で
は
収
穫
始
め
に
さ
ら
に
同
様

に
追
肥
を
し
ま
す
。
畑
が
乾
燥
す
る
と
花

落
ち
や
変
形
し
た
さ
や
が
増
え
る
た
め
、

灌か
ん

水す
い

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

［
病
害
虫
の
防
除
］
つ
る
な
し
種
で
は
防

虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
を
し
て
害
虫

を
回
避
し
ま
す
。
葉
縁
が
巻
い
た
よ
う
に

縮
む
症
状
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
る
被
害
、

葉
の
葉
緑
素
が
抜
け
て
白
く
な
る
症
状
は

ハ
ダ
ニ
の
被
害
な
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤

な
ど
の
登
録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
開
花
後
10
～
15
日
く
ら
い
で
、

子
実
の
膨
ら
み
が
目
立
た
な
い
う
ち
の
若

い
さ
や
を
気
温
の
低
い
朝
に
収
穫
し
ま

す
。

サヤインゲン
連作障害に注意

◆�

出
穂
後
の
高
温
強
風（
フ
ェ
ー
ン
）に

対
応
し
た
水
管
理

出
穂
後
一
カ
月
間
は
、
白
未
熟
粒
の
一

種
で
あ
る
乳
白
・
心
白
粒
の
発
生
に
も
備

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
風
が
去
っ
た

後
の
晴
天
時
な
ど
、
高
温
の
強
風
（
フ
ェ

ー
ン
）
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
風
が

や
む
ま
で
深
め
に
水
を
張
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◆
落
水
時
期

出
穂
一
カ
月
後
を
目
安
に
落
水
し
ま
し
ょ

う
。
落
水
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、
収
量
・

品
質
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

農
畜
産
課

農
畜
産
指
導
係　

佐
藤　

謙
一
）
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◆
南
雲　
治
憲　
　

は
に
わ
の
里
直
売
所
店
長
（
ふ
れ
あ
い
の
郷
直
売
所
店
長
）

◆
眞
下　
侑
里
香　
榛
名
支
店
共
済
（
群
馬
支
店
複
合
渉
外
）

◆
引
田　
恵
美
子　
群
馬
支
店
共
済
（
群
馬
支
店
複
合
渉
外
）

◆
渋
澤　
武
斗　
　
群
馬
支
店
複
合
渉
外
（
群
馬
支
店
共
済
）

◆
伊
藤　
大
翔　
　

群
馬
支
店
複
合
渉
外
（
共
済
課
）

◆
大
手　
俊
佑　
　

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
店
舗
生
活
課
）

◆
角
田　
　
茂　
　

総
務
企
画
課

◆
牛
込　
初
恵　
　

金
融
課
（
総
務
企
画
課
付
）

◆
井
出　
八
千
代　
共
済
課
（
榛
名
支
店
）

◆
小
野　
太
一　
　

梅
加
工
場
（
総
務
企
画
課
）

◆
太
原　
充
子　
　

榛
名
支
店
（
金
融
課
）

◆
松
本　
恵
子　
　

榛
名
支
店
共
済
（
榛
名
支
店
複
合
渉
外
）

◆
山
口　
江
里
子　
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
物
流
セ
ン
タ
ー
）

◆
間
渕　
武
彦　
　

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
物
流
セ
ン
タ
ー
）

◆
中
野　
喜
美
男　
高
崎
市
農
業
公
社　
出
向
調
査
役　
（
再
雇
用
）

◆
後
閑　
洋
人　
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー

◆
生
方　
佑
弥　
営
農
企
画
課

◆
阿
部　
心
美　
店
舗
生
活
課

長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

（
３
月

（
３
月
3131
日
付
）

日
付
）

定
年
退
職
者

（
３
月

（
３
月
3131
日
付
）

日
付
）

退

職

者

※
ま
た
、機
構
改
革
に
伴
い
一
部
の
部
署
名
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
ま
た
、機
構
改
革
に
伴
い
一
部
の
部
署
名
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆
営
農
企
画
課
・
農
畜
産
課
→
営
農
課　

営
農
企
画
課
・
農
畜
産
課
→
営
農
課　
◆◆
経
済
課
・
店
舗
生
活
課
→
経
済
生
活
課

経
済
課
・
店
舗
生
活
課
→
経
済
生
活
課

（（      

））  

内
は
旧
任

内
は
旧
任

◆
中
曽
根　
崇
志　
総
務
企
画
部
部
長
（
営
農
経
済
部
部
長
）

◆
青
栁　
幸
治　
　

総
務
企
画
部
審
査
役
（
総
務
企
画
部
部
長
）

◆
日
髙　
康
幸　
　
営
農
経
済
部
部
長
（
営
農
企
画
課
課
長
）

◆
那
須　
　
晶　
　
総
務
企
画
課
課
長
代
理
（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

◆
小
幡　
昌
史　
　
金
融
課
課
長
（
経
済
課
課
長
）

◆
南
雲　
　
聡　
　
共
済
課
課
長
（
共
済
課
係
長
）

◆
中
島　
好
信　
　
営
農
課
課
長
代
理
（
農
畜
産
課
考
査
役
係
長
）

◆
土
屋　
隆
史　
　
群
馬
支
店
考
査
役
次
長
（
共
済
課
課
長
）

◆
大
泉　
貴
洋　
　
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
（
金
融
課
課
長
）

◆
八
木　
迪
子　
　
福
祉
課
係
長
（
福
祉
課
）

◆
齋
藤　
浩
太　
　
共
済
課
係
長
兼
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー（
共
済
課
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
）

◆
田
中　
　
努　
　
経
済
生
活
課
調
査
役
（
群
馬
支
店
複
合
渉
外
調
査
役
）

◆
高
橋　
尚
美　
　
榛
名
支
店
次
長
（
群
馬
支
店
次
長
）

◆
植
杉　
利
志
美　
榛
名
支
店
複
合
渉
外
調
査
役
（
榛
名
支
店
調
査
役
）

◆
小
和
瀨　
博
子　
榛
名
支
店
複
合
渉
外
調
査
役
（
榛
名
支
店
次
長
）

◆
山
田　
浩
史　
　
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
調
査
役
（
物
流
セ
ン
タ
ー
調
査
役
）

◆
清
水　
克
倫　
　
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
調
査
役
（
群
馬
支
店
複
合
渉
外
調
査
役
）

◆
浅
川　
も
え　
　
総
務
企
画
課
（
榛
名
支
店
）

◆
桒
原　
　
翼　
　
総
務
企
画
課
付
（
榛
名
支
店
）

◆
須
田　
久
美　
　
金
融
課
（
群
馬
支
店
）

◆
堀
内　
　
誠　
　
営
農
課
（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

◆
清
水　
俊
輔　
　

ふ
れ
あ
い
の
郷
直
売
所
店
長
（
は
に
わ
の
里
直
売
所
店
長
）
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世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
も
一
定
の
落

ち
着
き
を
見
せ
、
海
外
で
学
ぶ
機
会
を
得

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
か

ら
、
国
外
居
住
親
族
の
扶
養
控
除
の
適
用

に
お
け
る
所
得
要
件
等
の
判
定
に
つ
い

て
、
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

正
確
に
確
認
で
き
な
い
ま
ま
適
用
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
少
し
で
も
是
正
す

る
た
め
、
適
用
対
象
者
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、令
和
5
年
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
、国
外
居
住
親
族
の
う
ち
、

30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
者
は
除
外
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
30

歳
以
上
70
歳
未
満
の
国
外
居
住
親
族
で
あ

っ
て
も
、
扶
養
控
除
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
留
学
に
よ
り
日
本
に
住
所
及
び
居
所

を
有
し
な
く
な
っ
た
者 

②
障
害
者 

③
扶

養
控
除
の
適
用
を
受
け
る
者
か
ら
、
そ
の

年
の
生
活
費
ま
た
は
教
育
費
に
充
て
る
た

め
の
資
金
と
し
て
、
38
万
円
以
上
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
者

扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

「
親
族
関
係
書
類
」
と
「
送
金
関
係
書
類
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

要
件
①
の
者
は
留
学
ビ
ザ
等
の
書
類
、
要

件
③
の
者
は
送
金
額
が
分
か
る
書
類
を
提

出
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
書
類
が
外
国
語

で
書
か
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
日
本
語
訳

を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

送
金
時
の
注
意
事
項
と
し
て
は
、
現
金

を
手
渡
し
し
た
場
合
に
は
送
金
の
有
無
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
手
渡
し

は
避
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

複
数
の
親
族
分
を
ま
と
め
て
代
表
者
1
人

に
送
金
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
の

み
の
送
金
関
係
書
類
し
か
存
在
し
な
い
た

め
、
他
の
者
は
扶
養
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
各
人
ご
と
に
送
金
し
ま
し
ょ
う
。

正解者の中から抽選で
３名様に、粗品をプレゼント!

   二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

①
富
山
湾
で
と
れ
る
も
の
が
有

名
な
春
の
味
覚
。
青
く
光
り

ま
す

②
茶
わ
ん
の
セ
ッ
ト
や
重
箱
を

数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

③
手
品
、
マ
ジ
ッ
ク
と
も
い
い

ま
す

④
来
週
の
火
曜
日

─
に
も
う

一
度
来
て
く
だ
さ
い

⑥
祝
い
事
に
つ
き
も
の
の
魚

⑨
麻
雀
で
あ
が
る
前
に
か
け
る

こ
と
も

⑩
こ
れ
が
終
わ
る
と
新
学
期
。

入
学
式
も
あ
り
ま
す

⑪
イ
ン
ク
を
付
け
て
押
し
ま
す

⑬
テ
ニ
ス
の
試
合
で

─
の
応

酬
が
続
い
た

⑭
鬼
さ
ん
こ
ち
ら
、
手
の
鳴
る

─
へ

⑯
よ
く
×
（
バ
ツ
）
と
対
比
さ

れ
ま
す

➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

➡
タ
テ
の
カ
ギ

②
タ
イ
ヤ
に
つ
な
い
で
シ
ュ
コ

シ
ュ
コ

⑤
柔
道
場
に
敷
か
れ
て
い
る
も
の

⑦
新
し
い
ク
ラ
ス
で

─
紹
介
を

し
た

⑧

─
は
友
を
呼
ぶ

⑨
茶
道
で
は
表
千
家
、
裏
千
家
な

ど
⑪
真
新
し
い

─
を
着
て
入
社
式

に
臨
ん
だ

⑫
漢
字
で
書
く
と
枸
橘
、
枳
殻
。

春
に
白
い
花
を
咲
か
せ
ま
す

⑭
海
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
呼
ば
れ

る
海
産
物

⑮
肥
料
の
三
要
素
は
窒
素
、

─

酸
、
カ
リ
ウ
ム

⑯
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
装
置
の
ひ
と

つ
⑰
４
月
の
こ
と
。

─
・
フ
ー
ル

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

30
歳
以
上
の
非
居
住
者
の
扶
養
控
除

知
っ
て
納
得
！ 

税
金
講
座

ANSW
ER ２月号の答え「リュウヒョウ」

▼
応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ

に
【
①
答
え 

②
住
所 

③
氏
名

（
ふ
り
が
な
） 

④
年
齢 

⑤
職
業 

⑥
電
話
番
号 

⑦
Ｊ
Ａ
へ
の
ご

意
見
・
本
誌
へ
の
感
想
】
を

ご
記
入
の
う
え
、
〒
３
７
０
¦

０
０
８
４　

群
馬
県
高
崎
市

菊
地
町
５
５
６
¦
１　

Ｊ
Ａ
は

ぐ
く
み
総
務
企
画
課
「
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」
係　

ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
：

k
ik

a
k

u
2

@
h

a
g

u
k

u
m

i.

ja
g

u
n

m
a

.n
e

t

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
¦
３
４
４
¦

１
５
７
９
で
も
受
付
け
ま
す
。

▼
締
切
り 

＝
５
月
20
日
㈫

当
選
者
は
６
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

□
■
当
選
者
発
表
■
□

２
月
号
の
ク
イ
ズ
当
選
者
は
次

の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
＝

姓
・
名
）【
応
募
総
数
16
通
】

●
中
里
町
／

　

Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
／
70
代

●
保
渡
田
町
／

　

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
／
40
代

●
三
ツ
子
沢
町
／

　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
／
70
代
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
上
で

著
名
人
な
ど
に
成
り
済
ま
し
た
広
告
に
よ

る
投
資
詐
欺
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
警

察
庁
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
度
は
前
年

比
３
倍
の
約
６
０
０
０
件
、
約
８
０
０
億

円
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

の
広
告
の
見
極
め
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

◎
著
名
人
投
資
広
告
の
見
極
め
方
は
？

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
著
名
人
に
よ
る
無
料

の
投
資
教
室
の
広
告
を
見
か
け
た
こ
と
が

あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

知
ら
な
い
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
投
資
グ
ル
ー
プ
に
招
待
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
の
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
は
、
投
資

を
推
奨
す
る
大
手
新
聞
社
な
ど
の
記
事
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
り
、
著
名
人
と
直
接
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
や
り

と
り
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
り
す
る
た

め
、
つ
い
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま

す
が
、
全
て
成
り
済
ま
し
に
よ
る
詐
欺
で

す
。著

名
人
な
ど
に
よ
る
投
資
教
室
の
広
告

を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
著
名
人
の
名
前
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
し
て
み
ま
し

ょ
う
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
は
全
て
偽
物
で
す
」

と
本
人
が
警
告
し
て
い
た
り
、
す
で
に
メ

デ
ィ
ア
で
詐
欺
被
害
が
記
事
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
多
い
で
す
。

成
り
済
ま
し
か
ど
う
か
自
分
で
見
分
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
１
８
８
番
）
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
同
様
の
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い

れ
ば
、
詐
欺
で
あ
る
こ
と
を
警
告
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

詐
欺
は
一
度
振
り
込
む
と
お
金
を
取
り

戻
す
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
事
前
の
見
極

め
が
重
要
で
す
。
架
空
の
投
資
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
た
り
、
実
際
は
存
在

し
な
い
仮
想
通
貨
で
の
投
資
を
持
ち
か
け

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
初
め
は
少
額

も
う
か
っ
た
よ
う
に
見
せ
て
信
用
さ
せ
る

の
が
典
型
的
な
手
口
な
の
で
、
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
繰
り
返
し
振
り
込
み
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
振
込
先
が
個

人
名
義
な
ど
不
自
然
で
あ
れ
ば
、
決
し
て

振
り
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋　

暁
子

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

手先の訓練を兼ねてデイサービスでは、枯れ木に花を咲かせました！ 折り紙をちぎったり、
用紙に貼り付けたりして、見事満開の桜を咲かすことが出来ました。咲いた花はプレゼントし、
「今度桜が咲いたらみんなで見に行こうね」とわいわい盛り上がっていました (^▽^)/

枯れ木に花を咲かせましょう♪枯れ木に花を咲かせましょう♪

投
資
詐
欺
広
告
に
注
意

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座

新連載
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って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得

３
月
31
日
㈪
の
第
１
回
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
改
正

に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本

方
針
と
令
和
６
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
資
産
の
自
己
査
定
結
果
に

つ
い
て

・
令
和
６
年
度
決
算
結
果
に
つ
い
て

・
任
意
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

・
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
改
訂
に
つ

い
て

・
役
員
選
任
規
程
細
則
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

・
経
理
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

・
職
制
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

・
第
28
回
通
常
総
代
会
の
開
催
期
日
と
提

出
議
案
並
び
に
議
長
団
候
補
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
１
回 

理
事
会

総合

時　間

会　場

日　時

会　場

午後1時30分開会
高崎市箕郷文化会館

第 回28 通常総代会が
開かれます。
通常総代会が

令和7年5月31日（土）
開かれます。

３
月
号
で
掲
載
し
た
新
支
部
長
さ
ん
に

追
加
、
変
更
、
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
榛
名
支
店

　
室
田
地
域

中
二
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
板
橋
初
美

里
見
地
域

中
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
神　

敦
郎

塚
崎
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
里
見
和
成

久
留
馬
地
域

高
浜
中
部
……
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
内　

初
男

白
岩
第
一
……
…
…
…
…
…
…
…
…
福
田　

里
志

十
文
字
西
部
……
…
…
…
…
…
…
後
閑　

貞
夫

宮
沢
中
原
……
…
…
…
…
…
…
…
…
清
水　

真
弓

◆
倉
渕
支
店

糀
屋
……
…
…
…
…
…
…
…
…
戸
塚　

貞
直

共
栄
……
…
…
…
…
…
…
…
…
塚
越　

庄
治

長
井
……
…
…
…
…
…
…
…
…
池
田　

信
一

◆
群
馬
支
店

車
郷
地
域

富
岡
（
２
）……
…
…
…
…
…

生
駒　

隆
男

堤
ケ
岡
地
域

棟
高
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
田　

保
宏

中
泉
……
…
…
…
…
…
…
…
…
染
谷　

幸
男

福
島
……
…
…
…
…
…
…
…
…
福
田　
　

武

金
古
地
域

下
宿
……
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
藤　
　

進

国
府
地
域

塚
田
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

岡
田　

弘
一

稲
荷
台
…
…
…
…
…
…
…
…
富
所　

荘
司

西
国
分
…
…
…
…
…
…
…
…
清
水　

雅
夫

新
支
部
長
さ
ん
紹
介

第
２
報
（
追
加
・
変
更
・
訂
正
）

総合

組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い
組合員の資格要件や届出事項に変更が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、

書面にて当ＪＡにお届けいただくことになっております。
下記などの理由で組合員資格に変動が生じた場合には、お手数です

が加入先の支店窓口にお申し出いただきますようお願いいたします。
■主な変動理由（例）

⃝組合員の死亡　⃝農業の廃止（正組合員から准組合員に変更）
⃝住所や耕作面積の変更

組合員の皆さまへ

15 JAはぐくみ
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●組合員数	 7,159人
　（うち准組合員	 3,472人）
●出資金	 10億4,638万円
●貯金総額	 520億9,634万円
●貸出金総額	 68億3,711万円
●長期共済保有額	 1,533億4,357万円
●農産物販売総額	 30億2,892万円
●購買品供給総額	 15億0,634万円

4月号
●編　集／ＪＡはぐくみ編集委員会

総務企画課　027‐344‐1331

●発　行／はぐくみ農業協同組合 令和７年４月10日 発行

●発行人／〒370 ‐ 0084 高崎市菊地町556番地1 代表理事理事長 竹内　敏夫

No.335
2025

青果物受付の休日カレンダー

２月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

5 15（木）

国連が定める「国際年」をご存じですか？ 1957
年を国際地球観測年と定めたことをスタートに、毎
年何らかの「国際年」を設けています。これは世界
に共通する重要なテーマについて、各国や世界全体
が１年間を通じて呼びかけや対策を行うものです。
■ 2025年は国際協同組合年です

こうした中、2025年は「国際協同組合年」と定
められました。12年に続いて２回目です。協同組
合をもっと盛んにして、SDGs（持続可能な開発目
標*）をもっと現実のものとするため、国連は協同
組合を評価・重視し、期待を寄せています。また国
連と歩調を合わせて、世界各国の政府や協同組合に
国際協同組合年を活用することを求めています。

日本国内の協同組合でも事業・活動をさらに発展
させ、協同組合に対する認知度を高めていく絶好の
機会と捉え、政府や関係者の皆さんと協力しながら、
この機会を生かしていきたいと考えています。
「国際協同組合年」は、協同組合の事業を利用す

る方、活動に参加する方、そして働く方を広げるチャ
ンスともいえます。
＊SDGs（Sustainable Development Goals）は、2015年９月の国連サミッ
トで採択された「持続可能な開発目標」です。キーワードは「Leave No One 
Behind（誰一人取り残さない）」。30年を期限とする世界共通の17の目標を設
定して、貧困や飢餓、暴力を撲滅し、地球環境を壊さずに経済を持続可能な形
で発展させ、人権が守られている世界を実現することを目指しています。

■ �協同組合を学び、事業や活動を実践し、発信し
ませんか

これまでもこれからも協同組合のことを広く知
る、知ってもらう、そして共感や信頼につなげるこ
とが大切です。今こそ次の三つのステップで協同組
合を学び、事業や活動を実践し、さらにそれを発信
しませんか。
１.学んでみよう

（1）�「国際協同組合年」について学び、共有してみ
よう。

（2）�協同組合とは何か、何を大切にしているか、
どのように運営するか、あらためて協同組合
らしさ（アイデンティティー）を学ぼう。

２.実践してみよう
みんなで話し合い、つながりの輪を広げ、できる

ところから始めよう。
３.発信してみよう

学んだこと、実践
していることを発信
してみよう。発信す
ることで知ってもら
い、地域のつながり
の輪を広げよう。

今年は「国際協同組合年」です ●2025国際協同組合年全国実行委員会事務局

「2025年国際協同組合年
（IYC2025）のページ」
日本協同組合連携機構

国際協同組合年

新連載


